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１．2025年3月期 決算概要
（1）連結業績の概要
（2）営業利益増減要因（前期比）
（3）セグメント別売上高（地域別・部門別）

アジェンダ



公表値
達成率

39,000 103.1%

2,600 124.8%

3,050 115.4%

2,050 117.2%
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決算概要 （1）連結業績の概要

2024年3月期 2025年3月期 増減
売上高比 売上高比 売上高比

売上高 36,992 ー 40,217 ー +3,225 ー

営業利益 2,795 7.6% 3,245 8.1% +450 ＋0.5%

経常利益 3,007 8.1% 3,521 8.8% +514 +0.7%

親会社株主に帰属する

当期純利益 2,058 5.6% 2,403 6.0% +345 +0.4%

■ 前期比増収・増益、公表値に対しても過達
■ 営業利益は過去最高を更新

【単位：百万円】

+16.1%

+17.1%

+16.7%

+8.7%

は増減率
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2024年3月期 2025年3月期

決算概要 （2）営業利益増減要因（前期比）

■ 販価変動・資材高騰、労務費増の減益要因があったものの、
売上高増や原価改善・経費低減努力、固定費減により増益

+450

売上高増
+787

販価変動・
資材高騰
△532

労務費増
△204

固定費減
（減価償却費他）

+166

【単位：百万円】

原価改善・
経費低減努力

+233



設備部門 26,768 72.4 29,903 74.4 +3,135 +2.0

自動車部品部門 10,224 27.6 10,314 25.6 +90 △2.0
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決算概要 （3）セグメント別売上高（地域別・部門別）

連結売上高
2024年3月期 2025年3月期 増減

構成比 構成比 構成比

日本 28,566 77.2% 32,338 80.4% +3,772 +3.2%

中国 3,674 9.9% 2,717 6.8% △957 △3.1%

アジア（中国除く） 2,718 7.3% 3,190 7.9% +472 +0.6%

その他 2,034 5.6% 1,972 4.9% △62 △0.7%

合計 36,992 100% 40,217 100% +3,225 ー

地
域
別

部
門
別

■ 地域別売上高：海外（中国）は減少したが、国内の増加により全体は増加
■ 部門別売上高：設備部門が増加

【単位：百万円】



7

2．2026年3月期 業績予想
（1）連結業績予想
（2）営業利益増減要因（前期比）
（3）設備投資の推移
（4）株主還元（配当予想）

アジェンダ
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業績予想 （1）連結業績予想

2025年3月期 2026年3月期 増減
売上高比 売上高比 売上高比

売上高 40,217 ー 39,000 ー △1,217 ー

営業利益 3,245 8.1% 2,100 5.3% △1,145 △2.8%

経常利益 3,521 8.8% 2,700 6.9% △821 △1.9%

親会社株主に帰属する

当期純利益 2,403 6.0% 1,800 4.6% △603 △1.4%

■ 前期比減収・減益

【単位：百万円】

△3.0%

は増減率

△35.3%

△23.3%

△25.1%
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2025年3月期
2026年3月期
（予想）

業績予想 （2）営業利益増減要因（前期比）

△1,145

売上高減・
売上構成差
△669 労務費増

△239

【単位：百万円】

■ アメリカの政策動向等により世界経済の先行き不透明な中、保守的な売上高とし、
技術開発センター(TTSC*)新設等に伴う減価償却費、労務費増他で減益

■ 飛躍のための準備期間と位置づけ、成長戦略に基づいた取組実行
*Trinity Technical Solution Center

減価償却費増
△437

原価改善・
経費低減努力

+200
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1,409 1,460 
965 

4,538 

3,679 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

予想

設備投資の推移
【単位：百万円】

業績予想 （3）設備投資の推移

■ TTSC新設等、将来を見据えた戦略的投資継続

2026/3期
（予想）

TTSC新設等

TTSC新設等



11

業績予想 （4）株主還元（配当予想）

■ 2026年3月期は１株あたり50円（総還元性向44.8%）を予想

■ 株主還元方針
・総還元性向40%以上 (機動的な自己株式取得含む)
・DOE(株主資本配当率)2.5%以上 の安定的な配当

9 15 15 15 20 25
21

19 15
25

40 2530
34

30

40

60
50

30.4% 30.8%

38.4%

31.2%

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 (予想)

期末配当(円/株) 中間配当(円/株)

配当性向 総還元性向 40.2% 44.8%

配当性向30％以上 総還元性向40％以上

DOE ： 2.1% 2.2% 1.9% 2.4%      3.4% 2.7%

2026/3期（予想）
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■ PBR：株価は高まってきたものの、1倍以下で推移
■ ROE：株主資本コストを上回っており改善傾向

【参考】財務指標の推移

1,551 1,641 1,700 
1,882 1,999 

848 
707 676 

1,217 1,165 

0.55 
0.43 0.40 

0.65 
0.58 

-0.50

-0.20

0.10

0.40

0.70

0

2,000

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

1株当たり純資産(円) 期末株価(円) PBR(倍)

6.6 6.9

4.7

7.2
7.7

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

ROE 株主資本コスト

PBRの推移 ROEの推移 当期純利益÷自己資本期末株価÷1株当たり純資産

株主資本コスト：6.5％

2025/3期 2025/3期
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次期中期事業戦略
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売
上
高

2025年

成長イメージ

中期事業戦略（2022-2025)

１

２

時間

● カーボンニュートラル、新エネルギー社会実現への貢献(水素エネルギーマネジメント含む)

● 非自動車産業(海外市場含む)への積極的な拡販

● 技術開発センターを活用したお客様への技術提案と新商品・サービス開発

● M&A/業務提携による既存領域・新領域の拡大 等

● 環境負荷低減技術(超高塗着エアレス塗装機・ドライブース他)

デジタル技術(設備稼働状況・CO²排出量のモニタリングシステム他)の進化と積極的な拡販

● 塗装工程におけるターンキー(設計、製作･据付、試運転、アフターサービスまでの一括対応)受注拡大

● 大型部品(自動車内装・外装)の加飾提案と生産拡大による収益性向上

● 自社工場における最先端の環境塗装ライン導入

自動化によるファクトリーオートメーションの実現 等

１

２

新市場開拓
新顧客創造

M&A/業務提携

既存領域拡大

既存領域維持PBR1倍、ROE10％の早期達成

【参考】企業価値向上に向けた取組 成長戦略



● 当社技術開発と発信
➡最先端技術開発と実証試験

新商品を多種多様な業界
のお客様へ提供

● お客様課題の解決
➡ 塗装の総合コンサルテーション企業として

新たなアイデア、価値を共創

・既存技術・設備の進化
（高塗着、省エネ、コンパクト化）

TTSC

お客様

【参考】企業価値向上に向けた取組 トピックス
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TTSC
本社建屋

2025年9月完成予定

■更なる環境技術の発展とお客様の課題解決に向け、

技術開発センター 「Trinity Technical Solution Center (TTSC)」 を建設中

相互

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Technical

Solution

テクノロジーで持続可能な社会、
全てのステークホルダーの皆様の幸せに貢献

TTSC⇔Technical × Solution ➡ Happiness

・CO2削減技術の実装
（ガス→電化・水素化）

etc.・自動化・省人化

取組み事例



本資料の取り扱いについて

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、
当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


